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平成２６年度公益財団法人栃木県農業振興公社事業報告書 

 

  農業の振興と農村地域の活性化を図るため、国及び県等関係機関・団体との連携し、公益財団法人

としての役割を発揮しながら「平成 26 年度事業体系」に掲げた各種事業を実施した。 

事業の推進に当たっては、公社に蓄積されたノウハウやネットワーク機能などの強みを生かしなが

ら公益財団法人として、事業の適正化、公益性を確保しつつ、円滑な事業の実施を行った。 

特に今年度は、国の新たな農業・農村政策により創設された農地中間管理事業に取り組み、担い手

等への農地利用の集積・集約化による農地の有効利用、農業経営の安定化を図った。 

さらに、新たに県から移管された青年就農給付金事業（準備型）を推進するとともに就農相談会を

開催するなど青年農業者の育成・確保対策にも取り組んだ。 

また、県が設置した「とちぎ花センター」、「なかがわ水遊園」においては指定管理施設として第Ⅲ

期初年度の管理運営を行った。 

 

 

平成 26 年度事業体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①農業後継者育成確保基金事業 

②青年農業者等育成センター事業 

①農業農村活性化支援事業 

②都市農村交流推進事業 

①とちぎアグリプラザ管理運営事業 

②食と農の理解促進事業 

③展示活動事業 

①とちぎ花センター 

②なかがわ水遊園 

①農地中間管理事業 

②農地売買等事業 

農地集積推進事業 

①畜産担い手育成総合整備事業 

③放射線量低減対策特別緊急事業 

②畜産環境総合整備事業 

畜産・農用地等基盤整備事業 

公益目的事業１ 

農業後継者育成確保事業 

6 次産業総合推進事業 

食と農の理解促進事業 

農村振興事業 

とちぎ花センター管理運営等事業 

物品販売事業 

なかがわ水遊園管理運営等事業 

大笹牧場管理受託事業 

貸付資金回収事業 

①フードバレーとちぎ農商工ファンド事業 

②６次産業総合推進事業 

②広報活動事業 

①施設管理事業 

②生産振興事業 

①施設管理事業 

④中山間地域活性化推進事業 

③とちぎ食の回廊づくり推進事業 

⑤地域及び教育機関等との連携事業 

公益目的事業２ 

収益事業１ 

収益事業２ 

その他事業１ 

③普及促進事業 

④受託事業 

④体験交流事業 
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Ⅰ 農地集積推進事業  

農用地等の利用の効率化及び高度化を促進するため、県、市町、農業委員会及び農地利用集積円滑

化団体等との連携の下に、社会・経済情勢の変化や農用地移動の動向等に即しつつ、農地中間管理機

構としての体制整備を図りながら、農地中間管理事業及び農地売買等事業を実施した。 

 

１ 農地中間管理事業 （公１・１ 農地利用集積に関する事業） 

 

農地中間管理機構として農地を借受け、担い手に集約して貸付ける事業及び担い手に貸し付け

るまでの農地を管理する事業を実施し、担い手への農地集積及び集約化を図った。 

   

(1) 農地の貸借 

 

ア 貸 借 （借入れ） 

事   業   名 件 数 面  積（ha） 備 考 

農地中間管理事業（農地中間管理権設定） 532 509.9  

計 532 509.9  

 

イ 貸 借 （貸付け） 

事   業  名 件 数 
面   積

（ha） 
備 考 

農地中間管理事業（農用地利用配分計画） 196 399.0  

計 196 399.0  

 

  (2) 推進内容 

 

 項目 事 業 内 容 

① 取組み支援 

集落営農組織の法人化による集積・集約化の取組や、集積・集約

化の取組、個別担い手による集積・集約化の取組を支援した。 

   取組み実績 ５地域 

② 業務委託の実施 

各市町・各市町農地利用集積円滑化団体・各農業協同組合に相談

窓口を設置し、借受け・貸付け条件の確認・手続き等の業務委託

を実施し、市町等関係機関との連携を図った。 

相談窓口  ６４団体  

業務委託数 ５３団体（申合せ含） 

③ 借受希望者の公募 

農地の受け手となる担い手（借受希望者）の公募を実施し公表し

た。 

年４回 （６月・９月・１１月・２月） 

    借受希望者数  ２，２３４名  

借受希望面積  ６，８９０ha 
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④ 事業の啓発・普及 

① 事業の周知を図るため各市町キャラバンを実施し、関係機関団

体への啓発・普及を図った。 

② 新聞広告、ラジオＣＭ，リーフレット等の広報活動により、農

業者等への周知、理解促進を図った。 

新聞広告   ３回（下野新聞） 

ラジオＣＭ  １３６回（栃木放送） 

リーフレット １０種 約２０万部  

 

２ 農地利用集積連携事業 （公１・１ 農地利用集積に関する事業） 

農地集積の円滑な推進のため、会議を開催し、関係機関団体と農地中間管理機構との連携強化

を図った。 

 

会   議 開催日 場  所 内     容 

第 1回 

中間管理事業推進会議 
H26. 6.23 宇都宮市 

① 窓口の設置について 

② 農用地等の借受け希望者の募集について 

③ 業務委託について         外 

第 2回 

中間管理事業推進会議 
H26.10.16 宇都宮市 

① 推進体制の強化について 

② 集積計画及び配分計画の作成状況及び 

スケジュールについて 

③ 事業推進上の課題・質問等について 外 

第 3回 

中間管理事業推進会議 
H27. 1.29 宇都宮市 

① 農地中間管理事業の推進状況について 

② 事業推進上の課題 

③ 今後の対応について        外 

 

３ 農地売買等事業 （公１・１ 農地利用集積に関する事業） 

 

規模縮小を志向する農家等から農地を買い入れ、規模拡大を志向する認定農業者等に売り渡す

事業を実施し、農地の利用集積を図った。 

 

ア 売 買 （買入れ） 

事   業   名 件 数 
面  積 
（ha） 

金  額 
（千円） 

備 考 

農地売買支援事業 143 83.5 504,108  

公社営農地売買支援事業 42 13.0 89,379  

計 185 96.5 593,487  
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イ 売 買 （売渡し） 

事   業  名 件 数 
面  積 
（ha） 

金  額 
（千円） 

備 考 

農地売買支援事業 135 88.2 541,223  

公社営農地売買支援事業 50 17.1 113,989  

計 185 105.3 655,212  
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Ⅱ 畜産・農用地等基盤整備事業 

生産性の高い畜産経営の確立及び牧草地等の放射線低減を図るため、県・市町等の関係機関や農業

団体と連携し、生産基盤の整備や環境整備等に関する次の事業を実施した。 

 

【畜産関係基盤整備事業の総括表】 

事業名 地区名 事業期間 

Ｈ２６事業実績 

備考 
施工場所 事業参加者 

H26 事業費

(千円) 

畜産担い手育成

総合整備事業 

那須北Ⅱ H21〜H26 那須塩原市 延 1名 36,724  

那須北Ⅲ H21〜H26 
那須塩原市 

那須町 
延 2名 76,419  

日光高原 H25～H29 日光市 延 5名 190,019  

3 地区  計  303,162  

畜産環境総合整 

備事業 
栃木北西 H22〜H26 

塩谷町 

鹿沼市 

矢板市 

那須塩原市 

那須町 

延 7組織 184,605  

放射線量低減対

策特別緊急事業 

 

 
H23～H27 

日光市 

矢板市 

鹿沼市 

那須塩原市 

那須町 

延 5市町 61,737  

合計 5 地区  合計  549,504  
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１ 畜産担い手育成総合整備事業   （公１・２ 畜産・農用地等基盤整備事業） 

畜産産地として今後安定的な発展が見込まれる地域において、生産性の高い経営体群の育成と、

これを核とした畜産主産地の再編整備を進めることにより、畜産経営の合理的かつ安定的な発展を

積極的に推進するため、草地、畜舎、家畜排せつ物処理施設等の整備事業を実施した。 

[ ] 次年度へ繰越し 

 

２ 畜産環境総合整備事業   （公１・２ 畜産・農用地等基盤整備事業） 

将来にわたり畜産主産地としての発展が期待される地域において、総合的な畜産経営の環境整備

を行い、家畜排せつ物等の地域資源のリサイクルシステムを構築することにより、畜産経営に起因

する環境汚染の防止と畜産経営の合理化を図る事業を実施した。 

 

 

 

 

地区名 
予算 

区分 

施工 

場所 

事業 

参加者 
事業費(千円) 主 な 事 業 内 容 

那須北Ⅱ H25 繰越 那須塩原市 1 名 ３６，７２４ ・地下式サイロ    1 基 

那須北Ⅲ H25 繰越 

那須塩原市 1 名 ４３，０２５ 

・飼料畑造成   0.28ha 

・飼料畑整備   3.60ha 

・パーラー排水施設 1基 

那須町 1 名 ３３, ３９４ 

・飼料畑造成   0.84ha 

・飼料畑整備   0.75ha 

・畜舎整備     1 棟 

日光高原 

H25 繰越 日光市 2 名 １０１，７５６ 

・草地整備    4.57ha 

・施設用地造成  1.20ha 

・畜舎整備     2 棟 

H26 

宇都宮市 1 名 ２，５０５ 
・畜舎設計        1 式 

・飼料畑造成整備設計 1 式 

日光市 2 名 ８５，７５８ 

・施設用地造成    0.69ha 

・堆肥舎     〔1〕棟 

・酪農設備     1 式 

合計 

H25 繰越  延 5 名 ２１４，８９９  

H26  延 3 名 ８８，２６３  

計  延 8 名 ３０３，１６２  



 

- 7 - 

 

 

３ 放射線量低減対策特別緊急事業   （公１・２ 畜産・農用地等基盤整備事業） 

東日本大震災による原子力災害により汚染された公共牧場等の永年牧草吸収抑制対策等及び指

定廃棄物一時保管業務の事業を実施し、放射線量の低減を図った。 

 

区 分 

（対 象） 
施工場所 事業費（千円） 主な事業内容 

環境省事業 

（牧草等放射性指定廃棄物） 

矢板市 

那須町 

那須塩原市 

１７，１６０ 
指定廃棄物の一時保管工事の 

設計書作成・工事施工監理 

農水省事業 

（県内公共牧場） 

日光市 

鹿沼市 

那須町 

４４，５７７ 

永年牧草地の反転耕・深耕等に 

よる吸収抑制対策に係る設計書 

作成・工事施工監理   

合計 ６１，７３７  

 

４ 大笹牧場管理受託事業（収２事業） 

原子力災害により影響を受けた牧草地において、牧場機能の再生を図るため、施設の適正な管理

を行い牧場が持つ多面的機能と畜産振興に係る整備を受託した。 

地区名 
予算 

区分 
施工場所 事業参加者 事業費(千円) 主 な 事 業 内 容 

栃木北西 

H25繰越 
鹿沼市 

那須町 
2 市町 １７，５１４ 

・遊歩道     447 m 

・牧柵      633 m 

・四阿(あずまや)   1 棟    

H26 

塩谷町 

鹿沼市 

矢板市 

那須塩原市 

那須町 

4 市町・県 １６７，０９１ 

・草地造成      0.65 ha 

・牧柵      8,082 m 

・四阿(あずまや)   1 棟 

・農機具導入      2 台 

・動物ふれあい施設 1棟 

合計   延 7 組織 １８４，６０５ 
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Ⅲ 農業後継者育成確保事業 

次代を担う優れた青年農業者の育成・確保を図るため、県及び関係機関・団体等との連携のもとに、

農業後継者育成確保基金事業及び青年農業者等育成センター事業を実施した。 

 

１ 農業後継者育成確保基金事業   （公２・１ 自主事業） 

県・市町・農業団体･農業者等の協力で造成された農業後継者育成基金の運用益により青年農業

者の育成等を図るため、次に掲げる事業を実施した。 

 

(1) 国際化サポート事業 

就農希望の青少年や青年農業者を対象に、国際化に対応できる経営感覚に優れた農業者の育成

を図るため、次の事業を実施した。 

 

ア 農業学生海外研修支援事業 

期 日（期 間） 研 修 先 事 業 内 容 

Ｈ２６.７.６～１８ 

（1３日間） 
ニュージーランド 

栃木県農業学校クラブ連盟主催 

「ニュージーランド派遣農業研修」２名助成 

 

イ 海外長期研修支援事業 

 

ウ 海外短期派遣研修事業 

期 間 研 修 先 参 加 者 事 業 内 容 

Ｈ26.9.29 

～10.8 

（10 日間） 

オランダ 

イタリア 

フランス 

県公社派遣農業青年 １４名 

役員         ２名 

計１６名 

水稲･園芸･酪農の大規模経営視察、自治

体視察、アールスメール花き市場、経営

者との意見交換、スローフード研修 他 

 

(2) 担い手チャレンジ支援事業  

青年農業者等を対象に、農業及び農家生活等に関する知識、技術の向上を図るため、次の事業

を実施した。 

 

ア 経営発展活動支援事業 

実 施 者 事 業 内 容 

鹿沼市 大橋 正輝 外４名 計５名 
いちご栽培における炭酸ガス処理によるハダニ類防除 

法の実証                外４課題 

 

(3) 組織活動サポート事業  

青年農業者の仲間づくりや自己研鑽を図るため、自主的な組織活動を支援した。 

期 間 研 修 先 参 加 者 事 業 内 容 

１７ヶ月 アメリカ 

那須塩原市 永森 啓太 

大田原市  石﨑 倫成 

小 山 市 篠原 智道 

海外における農業経営、技術等の研修 

（渡航前講習等を含む） 
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ア 組織活動支援事業 

実 施 団 体 事 業 内 容 

栃木県青少年クラブ協議会 
集団活動の促進、仲間づくり活動の活性化、青年農業者の資質

向上 

 

イ 青年農業者地域貢献支援事業 

実 施 団 体 事 業 内 容 

上三川町農村青少年クラブ協議会 

外８組織              

未利用地を活用したひまわり栽培と花配布を通した地

域農業の理解促進活動外８組織による地域貢献事業 

 

ウ 全国技術交流派遣事業 

期 日 場 所 参 加 者 事 業 内 容 

Ｈ26.７.９ 
栃木県 

（宇都宮ｺﾝｾｰﾚ） 

青年農業者  ９９名 

農業振興公社  ３名 

  計   １０２名 

平成２６年度関東ブロック農村青少年

クラブプロジェクト実績発表会及び交

流イベントを当番県として開催 

Ｈ27.３.３ 

～４ 

東京都（国立オリン

ピック記念青少年

総合センター） 

青年農業者   ９名 

農業振興公社  １名 

  計    １０名 

第５４回全国青年農業者会議への参加

による県外青年農業者との交流(ﾌﾟﾛｼﾞｪ

ｸﾄ活動発表・交流会他) 

 

(4) いきいき農業・農村情報発信事業 

青年農業者が自信と誇りを持って農業に取り組むことができるよう、青年農業者が行う農業・

農村の理解促進のための活動を支援した。 

 

ア 青年農業者と消費者の交流促進事業 

期 日 場 所 実 施 団 体 事 業 内 容 

Ｈ26.１０.１９ 

壬生町 

みぶﾊｲｳｪｰ

ﾊﾟｰｸ 

栃木県青少年クラブ協議会 
フレッシュファーマーズマルシェ 2014 

来場者：２，８００名 

 

２ 青年農業者等育成センター事業   （公２・１ 自主事業） 

農業従事者の減少・高齢化が進行している中、次代の本県農業を担う新規就農者の確保が急務と

なっている。この様な課題を解決するため、新規就農希望者に対し就農促進啓発や就農相談活動等

を実施した。 

 

(1) 就農支援事業 

本県農業の担い手となる幅広い就農希望者を対象に、就農促進啓発や就農相談会等を実施する

とともに、就農支援情報（農地情報等）の収集、蓄積、情報提供を行い、就農促進を図った。 

 

ア 就農促進啓発事業 

① 就農相談活動等 
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期  日 事  業  内  容 

Ｈ２６．４～ 

Ｈ２７.３ 

新規参入希望者等に対する就農相談活動、就農に関する情報収集・提供 

相談件数 ６８件 

Ｈ２６． ６． １ 

７．１３ 

９．１４ 

１２． ７ 

Ｈ２７． ２． １ 

新規就農相談会 in とちぎ（宇都宮市）の開催（開催回数 ５回） 

    相談件数 ６４件 

Ｈ２６．１２． ６ 新規就農相談会 in 品川（ハローワーク品川）の開催  相談件数 １０件 

Ｈ２６． ７． ５ 

９．２０ 

１１． １ 

１２．２０ 

Ｈ２７． ２． ８ 

新・農業人フェア（東京都・北海道）での就農相談ブースの出展 

出展回数 ５回   相談件数 １３５件  

Ｈ２６． ９．２１ ふるさと回帰フェア（東京都）           相談件数 １２件 

Ｈ２６． ８．２６ 新規参入フォーラム in とちぎ 2014（宇都宮）の開催 参加人数 ９６人 

Ｈ２６．１２．１３ 新規参入現地セミナーin とちぎ 2014（県内）の開催 参加人数 ２４人 

計 就農相談件数 ２８９件（対前年比 ８５％） 

 

② 就農促進啓発活動 

事 業 項 目 事 業 内 容 

就農啓発促進資料の

作成・配布 

・「とちぎで農業はじめよう」ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸの作成・配布による就農啓発 

（作成部数 １,０００部） 

・新規参入事例集の作成、配布による就農啓発 （作成部数 ２,０００部） 

・ホームページ作成、更新による就農啓発         （１３回更新） 

新規参入・就農支援

活動の広報・ＰＲ 

・新聞広告掲載による就農啓発 （掲載回数６回） 

・就農相談会開催チラシの作成・配布 

 

イ 就農サポート事業 

事 業 項 目 事 業 内 容 

就農情報バンク 就農支援情報の整備件数 ４６件（うち、Ｈ２６新規情報７件） 
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(2)  青年就農給付金事業（準備型） 

青年の就農意欲の喚起を図るため、就農前の研修期間（２年以内）に就農給付金（年間１５０

万円）を給付し、円滑な就農を促進した。 

 

募集期間 事 業 内 容 

第１回募集 

H26.5.9～5.23 

第２回募集 

H26.7.25～8.8 

第３回募集 

H26.10.17～10.31 

第４回募集 

H26.12.24～H27.5.23 

 

第１回目の給付件数：１３件 

 

第２回目の給付件数： ９件 

 

第３回目の給付件数：１１件 

 

第４回目の給付件数：２０件 

 

平成 26 年度給付件数：53 件、平成 25年度継続給付件数：9件 ＊計 62件 

 

 



 

- 12 - 

 

Ⅳ ６次産業総合推進事業 

農業者が農業・農村に存在する豊かな「地域資源」を活用し、生産ばかりでなく加工・販売まで取

り組む 6次産業（1次産業×2次産業×3次産業）の創出と、農商工連携による地域ビジネスの創出を

促し、農業・農村の活性化を図る取組を支援した。 

 

１ フードバレーとちぎ農商工ファンド事業   （公２・１ 自主事業） 

 

２ ６次産業総合推進事業   （公２・２ 受託事業） 

事業区分 事 業 内 容 

１ アドバイザーの 

派遣 

６次産業化を目指す農業者を対象にアドバイザーを派遣し、生産から商品

開発、事業化まで一貫して指導を行った。 

・アドバイザー派遣延回数:55 回、国の６次産業総合化事業計画認定:10 件 

２ ６次産業化への 

取組支援 

農業経営の多角化や地域の産業連携等を支援する相談窓口（栃木６次産業化

サポートセンター）を本年度も設置した。 

・設置場所:(公財)栃木県農業振興公社内 

・相談件数:177 件、アドバイザー派遣件数:55 件 

・情報発信:過年度作成したセンター活用ガイド、認定事例集を活用 

３ ６次産業化実践塾

の開設 

若手の農業者を対象に新たな農業を創造できる人材を育成するため、とちぎ

６次産業化実践塾を開講した。 

・６次産業化実践塾：６回（開講日 9月 9日）、受講者：延べ 129 名 

 

〈参考〉平成 26 年度「国の６次産業化総合化事業計画」認定状況 

№ 事業申請者 事 業 内 容 

1 (株)篠原ﾌｧｰﾑ 自社生産いちごを活用したｽｲｰﾂ（ｼﾞｪﾗｰﾄ、ｹｰｷ、焼き菓子）の製造・販売 

2 (有)川田農園 自社生産野菜の真空加工、急速冷凍加工野菜を飲食店に販売 

3 (株)かっぺ いちごの移動摘み取り、自社生産いちご加工品（ｱｲｽ、ｽﾑｰｼﾞｰ）の販売 

4 (有)ハーレイ牧場 自社生産の生乳を活用した「スティックチーズ」の製造・販売 

5 中嶋 正 自家生産そばの焼き菓子＆パン製造、「かしこ」「そば処蕎香」等での販売 

6 野口いちご園 自家生産「とちおとめ」を活用した「イチゴミルクのもと」の販売 

7 (有)那須岡田牧場 自社の牛糞を活用した「牛のさらさら堆肥」の製造・販売 

8 刈部養鶏場 自社生産鶏卵と栗ぽろたんを活用した「栗ﾌﾟﾘﾝ＆ｼﾌｫﾝｹｰｷ」の製造・販売 

9 (株)野村牧場 自社生産の牛肉を活用した「牛肉・特製うまいもんｼﾘｰｽﾞ」と精肉の販売 

10 (社福)パステル 自ら生産した桑葉を活用した「ﾊﾟｳﾀﾞｰ、麺類、ｽｲｰﾂ」の加工・販売 

※認定件数：Ｈ23年度 5件、Ｈ24年度 10 件、Ｈ25 年度 8件、合計 33 件 

事業区分 事 業 内 容 

１ 販路開拓の支援 
新商品等の販路拡大の取組を推進するため、商談会等の出展を支援した。 

・アグリーﾌｰﾄﾞ EXPO2014 に出展（８月 20～21 日）、出展者数：２ 

２ 交流研修会の 

開催 

農業者と異業種連携によるネットワークの構築を推進するため、交流研修

会を開催した。 

・開催日：1月 8日、参加者 205 名 

３ 若手起業者の 

育成 

農商工連携を推進するため、若手起業者を対象に先進地事例研修会を開催した。 

・開催日：１０月９日、参加者：２９名 
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Ⅴ 農村振興事業 

農村地域の活性化を図るため、経営構造対策事業等を実施した市町等に対し、事業実施後の点検や

評価、施設の有効利用に向けた適切な運営の指導・助言を行ったほか、農業・農村の多面的な機能等

を理解してもらうため、各種コンクールの開催や地域活性化に意欲的な組織活動を支援した。 

また、農村地域が持つ自然環境や伝統文化（食・行事等）、多彩な農産物などの豊かな資源を活か

しながら、創意と工夫による都市と農村の交流、食の回廊づくり、中山間地域における農地保全活動

等、魅力と元気のある農業・農村づくりを支援した。 

 

１  農業農村活性化支援事業   （公２・１ 自主事業） 

(1) 経営構造対策推進事業 

 

事業区分 事 業 内 容 

１ 経営構造コンダク

ターの設置 

農業経営、流通、加工、交流等の専門家を経営構造コンダクター及びアド

バイザーとして設置し、派遣指導を行った。 

・派遣回数:２回、コンダクター(常勤)１名、アドバイザー(非常勤)１３名 

２ 推進会議の開催 
指導推進会議を開催し、活動方針の作成や課題の検討を行った。 

・指導推進会議：６回 

３ 情報の収集・提供 

「とちぎ発元気農業」の発行及び事業推進に必要な各種情報の収集・提供

を行った。 

・情報誌発刊：２回 

４ 経営分析指導 
事業により整備した諸施設の運営等実態把握及び指導助言を行った。 

・地区数：５地区、調査回数 24 回 

５ 研修会の開催 

事業で整備した施設の財政管理上の諸手続や、地域活性化と都市農村交流施

設の役割等、農業農村活性化研修会を開催した。 

・開催日:１１月２０日 

・場所:とちぎアグリプラザ、参加者:３５名 

 

(2) 農業農村活性化事業 

 

事業区分 事 業 内 容 

１ 地域活性化の取組支援 
地域農業振興アドバイザーを派遣し農村の活性化を図った。 

・派遣数：１件 

２ 農業農村への理解促進 

農業農村児童画コンクール及び美しいとちぎのむら写真コンテストを

開催し、優れた作品を各種イベント等で紹介するなど、農業農村への

理解促進を図った。 

・児童画コンクール 応募点数 1,371 点 

（県内小学校 377 校のうち 167 校参加） 

知事賞、教育長賞、農政部長賞授与(各 3 点ずつ) 

県庁 15Ｆロビー展示(10 月、2月) 

・写真コンテスト    応募点数 143 点 

（県内 12の中・高等学校参加） 

  知事賞、教育長賞、農政部長賞授与（各 2点ずつ） 

  県庁 15Ｆロビー展示(10 月、2月) 
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２ 都市農村交流推進事業   （公２・１ 自主事業） 

 

事業区分 事 業 内 容 

１ 指導員の設置 

農産物直売所等の都市農村交流施設の健全な運営や安全・安心な農産物の

提供等の支援活動を行う「都市農村交流施設等活性化推進員」を設置した。 

・指導員（常勤）１名 

２ 指導活動の内容 

①平成２６年度に実施した農産物直売所等の動向を調査し、その結果を集 

計及び分析を行った。 

②消費者の食の安全に対する関心の高まりに対応するためのマニュアル 

「安全・安心の手引き」を 2，500 部作成、配布した。 

また、この冊子を元に県内５か所を巡回指導したほか、グリーンツー 

リズムに携わる職員を対象とした研修会を開催した。 

 

３ とちぎ食の回廊づくり推進事業   （公２・２ 受託事業） 

 

事業区分 事 業 内 容 

１ 連絡会、研修会の

開催 

①県内の 10 の食の街道間の情報交換や連携事業の実施検討を行うための

連絡会を開催した。 

・期日：７月２日、場所：県総合文化ｾﾝﾀｰ、参加者：17 名 

・期日：２月 16 日、場所：うつのみやろまんちっく村、参加者：23名 

②食の回廊の魅力向上及び誘客アップのための研修会を開催した。 

・期日：７月２日、場所：県総合文化ｾﾝﾀｰ、参加者：87 名 

・期日：２月 16 日、場所：うつのみやろまんちっく村、参加者：34名 

２ 連携事業の支援 
各食の街道の連携によるＰＲイベント等の活動に対する支援を行った。 

・連携事業：８回、参加街道：述べ 31街道 

 

４  中山間地域活性化推進事業   （公２・２ 受託事業） 

(1) とちぎ夢大地応援団推進事業 

 

事業区分 事 業 内 容 

１ 広報活動の実施 

①農地の保全活動等のボランティア活動の情報を収集し、ホームページや

情報誌等を利用して発信した。 

②情報誌「はばたけ夢大地」の作成、配布 

・情報誌発刊：２回 

③夢大地応援団員の募集 

・２６年度末応援団員登録者数：229 名 

２ 啓発活動の実施 

夢大地応援団受け入れ地区のリーダーや、応援団員を対象に、夢大地セミ

ナーを開催した。 

・期日：１月２４日、場所：とちぎアグリプラザ、参加者：33名  
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３ ボランティア活動

の支援 

農地保全活動等のボランティア活動を実施する地区を支援した。 

・新規地区：１地区、自主地区：８地区 

４ 夢大地応援団カレ

ッジ活動 

次世代を担う学生による、農作業体験を交えた農地や農村景観等の保全活

動を通して、農業・農村の必要性や重要性についての理解促進を図った。 

・期日：６月７日、場所：大田原市須賀川地区、参加者 52名 

・期日：６月 14 日、場所：栃木市大柿地区、参加者 55名 

・期日：12 月 13 日、場所：佐野市上仙波地区、参加者 19名 

５ 企業と連携した 

活動 

企業と連携した農地保全活動を実施した。 

・期日：３月８日、場所：栃木市大柿地区、参加者：30 名 

 

(2) むらおこしプランナー事業 

 

事業区分 事 業 内 容 

１ 研修会の開催 

リーダー育成のため研修会を開催した。 

・内容①地域づくり実践活動事例、②ワークショップ実践研修 

・期日：１月２４日、場所：とちぎアグリプラザ、受講者数：33 名 

２ 現地研修会の開催 

リーダー育成のため現地研修会を開催した。 

・研修先：①足利市名草ふるさと自然塾、②栃木市太平山南山麓友の会 

・期日：３月７日、場所：足利市・栃木市、受講者数：15名 
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Ⅵ 食と農の理解促進事業 

多くの県民に対し、食の大切さやその食を支える農の役割を伝えることを目的とし、とちぎアグリ

プラザを拠点とした食と農に関する各種相談・講座開催・情報提供等を行った。 

特に、自主事業である「つなごう！食と農実践講座」（有料講座）では、食と農の理解促進に向け

た取組を積極的に行う企業等の協賛を得ながら県民に対し啓発活動を実施した。 

また、子どもたちへの食育を推進するため、とちぎ食育応援団を活用した「とちぎっ子食育出前講

座」に取り組んだ。 

 

１ とちぎアグリプラザ管理運営事業   （公２・１ 自主事業）  

 

事業区分 事 業 内 容 

１ 管理運営 

とちぎアグリプラザ（県民の利用に供する部分）の管理運営を実施した。 

・施設や設備の維持管理（地上 3階 延べ床面積 1,804.72 ㎡） 

・食と農に関する図書類やとちぎ子どもの食育ライブラリーにある教材の

貸出等の管理運営 

・アグリプラザ利用者 14,171 名（うち、食と農の交流室利用者 3,465 名） 

２ アグリプラザを活

用した食と農の理

解促進 

県民が食と農に対し理解を深めるため、食と農に関する相談及び情報の提

供等を行った。 

①イベントにおける食と農の理解促進活動とアグリプラザのＰＲ 

・県庁 de愛ふれあい直売所出展（４～３月：１０回） 

・ＪＡ全農とちぎパワフルアグリフェア（７月２６、２７日）出展 

・とちぎアグリプラザまつり開催（１１月１５日） 

②生産者と消費者の交流を目的とした「アグリプラザ農産物直売所（水曜

夕市）」の開設 

③地域、市町等で行うイベントの活動支援（食育応援団の派遣） 

④食と農関連教材、パネル等の貸出 

⑤農業関係機関・団体や消費者グループ等に対する活動支援 

（アグリプラザの活用） 

※直売所開設回数：計３６回 

 

２ 食と農の理解促進事業   （公２・２ 受託事業） 

 

(1) 食と農の理解促進プロモーション事業 

多くの県民に食と農の理解を加速度的に広げるため、県との連携の下、食や農に関する知識の

習得と併せ、講座で得た知識や情報を地域へ伝える「食と農の伝道者」としての人材育成を目的

とする各種講座を開催した。 

事業区分 事 業 内 容 

「つなごう！食と農実践

講座」の開催 

とちぎアグリプラザを中心に「食」「農」「地域」「環境」などに関する

各種講座（「つなごう！食と農実践講座」）を開催した。 

開催時期：８～１２月、回数：８回、受講者：５８名 

・総合コース       ８回 ４６名受講 

・選択コースＡ      ６回 １０名受講 

・選択コースＢ      ６回  ２名受講  
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その他時事講座の開催 

・秋の食育講座「秋の恵みを食べつくそう」９８名参加 

・冬の食育講座「とちぎの農産物 de クリスマスケーキにトッピング」 

１３１名参加 

・春の食育講座「とちぎの農産物 de 肌活ビュッフェ」１２９名参加 

 

(2) とちぎ食育応援団活用促進事業 

 

事業区分 事 業 内 容 

１ 応援団員募集、登

録、管理等 

食育を推進する担い手として活動する「とちぎ食育応援団」団員の募集、 

登録、管理等を行った。 

・２６年度末応援団員登録数：４３３名 

 

２ 情報誌の発行 

とちぎ食育応援団の活動と情報交換等を促進するため、「とちぎ食育応援団

だより」を発行した。  

・情報誌発行：２回、５，０００部 

３ 研修会の開催 

とちぎ食育応援団の活動が県民の食育実践に資するよう、そのノウハウを

習得する研修会を開催した。 

・開催回数：１回、参加者：４１名 

４ とちぎっ子食育 

出前講座の実施 

とちぎ食育応援団の実演・指導により、子どもたちやその保護者等を対象

とした食育実践に向けた講座を開催した。 

・回数:４５回、指導応援団員数:延９６名、講座参加者数:２，１７２名 

 

３ とちぎアグリプラザまつり開催 

とちぎアグリプラザに入居する４団体が連携し、一般県民にとちぎアグリプラザの周知と食と農

の理解促進を図ることを目的として、とちぎアグリプラザまつりを開催した。 

 

期  日 事 業 内 容 

平成 26 年 11 月 15 日 

入居４団体の事業紹介、県内農産物等の展示販売、食育・地産地消情報

の発信、とちぎの食材を活かした料理の体験等 

・来場者 約３，０００名 
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Ⅶ とちぎ花センター管理運営等事業 

本県における花の振興と、花とのふれあいによる心豊かな人づくりを目的に、県が栃木市に設置し

た「とちぎ花センター」において、指定管理者の指定に基づく管理運営業務及びこれに関する附帯事

業など次に掲げる事業を実施した。 

 

１ 指定管理者の指定に基づく管理運営業務   （公２・３ 指定管理事業） 

(1) 施設管理事業 

とちぎ花センター施設の維持管理、鑑賞大温室内植物の育成管理、入館料等の徴収事務等の業

務を実施した。 

管理建物    １６棟  6,392 ㎡ （内 鑑賞大温室 2,225 ㎡） 

敷地      花壇等   3.0ha 

項  目 平成２６年度の実績 

入園者数 ３２２，６８０名（計画３６０，０００名） 

有料入館者数 ２１，３７３名（計画２８，０００名） 

 

(2) 生産振興事業 

生産温室では、企画展等での展示品種の栽培・育成を実施した。また、県農業試験場と連携し、

県で開発した新品種の展示等を通して、県産花きや生産者等の情報発信を行った。また、稀少な

ハーブ、ベゴニアなどの品種保存を行った。 

展示温室では、消費者に関心の高い切花と鉢物を計画的に展示し、県内生産者のＰＲと品種の

紹介を実施した。 

 

(3) 普及促進事業 

花とのふれあいを通して憩と安らぎの場を提供するため、大花壇の植栽、企画展の開催、園芸

教室の実施、フラワーフェスティバル等イベントの開催に取り組んだ。 

また、その実施に当たっては、ボランティアとの協働により地域に根ざした運営を行った。 

項  目 業 務 内 容 

鑑賞大温室内の植物

展示 
熱帯・亜熱帯植物及び砂漠地帯の植物等を常設展示した。 

企画展の開催 

鑑賞大温室第１企画展示室において年間 8回、テーマ別展示を実施した。 

① 5/8～6/8  紫陽花展 

       ～西洋アジサイの魅力～ 

② 6/10～7/21 大南米展 

       ～ワールドカップ開催地の植物たち～ 

③ 7/23～8/31 不思議？植物展 

       ～変わった生物たち～ 

④ 9/6～10/5 いろんな生物標本展 

       ～透明標本からプリザーブドフラワーまで～ 

⑤ 10/7～11/16 癒しの植物展 

       ～ココロもからだもリフレッシュ～ 

⑥ 11/18～12/24 クリスマスを彩る冬の花展 
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       ～シクラメンとポインセチアの競演～ 

⑦ 1/2～2/22  春の妖精プリムラ展 

       ～春を告げる可憐な花たち～ 

⑧ 2/24～5/10  世界の洋ラン展 

         ～洋ランの女王カトレアの魅力～ 

大花壇等の植栽 

大花壇では年３回のデザイン花壇の植栽を実施した。また、中小花壇では、

宿根草など季節に応じた多彩な品目を植栽した。 

期間 植物 デザイン 

(10/17)～5/11 ﾊﾟﾝｼﾞｰ・ﾋﾞｵﾗ・ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ じゃぼんだま 

5/19～7/13 ﾍﾟﾁｭﾆｱ・ﾏﾘｰｺﾞｰﾙﾄﾞ 扇 

7/21～10/13 ﾍﾞｺﾞﾆｱ・ｱﾝｹﾞﾛﾆｱ とちはなちゃん 

10/21～(5/10) ﾊﾟﾝｼﾞｰ・ﾋﾞｵﾗ 虹 
 

園芸教室の開催 

身近なテーマによる体験型の園芸教室を開催するとともに、イベントの開催

に併せて特別園芸教室を実施した。 

・園芸教室 ２８回 ５５０名参加、 

特別園芸教室 １６０回 １，５２７名参加 

イベントの開催 

春のフラワーフェスティバルやローズフェスタなど年間９回のイベントを

開催した。その中で、開園時間を延長して夜のイベントも開催した。 

① 5/3～6  春のフラワーフェスティバル 

② 5/17～6/8 ローズフェスタ 

③ 7/26・27  花センターde トロピカルナイト 

④ 8/15～17 ホラーガーデン～夜の植物園へようこそ～ 

⑤ 10/11～13 秋のフラワーフェスティバル 

⑥ 11/1～3  メープルフェスタ 

⑦ 12/6・7・13・14・20・21 クリスマスファンタジー 

⑧ 1/2～4 お正月スペシャル 

⑨ 2/28～4/5 スプリングカーニバル 

とちはなカレッジの

開催 

花の専門的知識を希望する方を対象に、「ガーデニング講座」「バラ講座」な

ど７コースからなる「とちはなカレッジ」を開講し、地域で花の普及に活躍

できる人材を育成した。 

・「とちはなカレッジ」受講者 ６８名 

県民ボランティアと

の協働 

①とちはなちゃんファンクラブであるボランティアを募集し、年３回の大花

壇植栽や夏場の除草などを実施した。 

②バラ講座修了者でボランティア組織「ローズクラブ」を結成し、会員がセ

ンター内のバラ園の管理や来園者にバラ園の案内や見所などを紹介する

活動を行った。 

園芸相談 植物の栽培管理等についての相談に随時対応した。 

 

２ 附帯事業（花き類販売等事業） 

公社の自主事業として花き販売所の運営を実施した。 
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Ⅷ なかがわ水遊園管理運営等事業 

那珂川の豊かな水と緑に親しみ、水生生物とふれあう場を提供することにより、その沿川地域の自

然と文化についての県民の理解を深めるとともに、都市と農村との交流の促進を図ることを目的に、

県が大田原市に設置した「栃木県なかがわ水遊園」において、指定管理者の指定に基づく管理運営業

務及びこれに関する附帯事業など次に掲げる事業を実施した。 

 

１ 指定管理者の指定に基づく管理運営業務   （公２・３ 指定管理事業） 

 

(1) 施設管理事業 

園内各施設の維持管理、植栽管理等の管理業務を実施した。 

 

項  目 施 設 の 内 容 等 

建 物 

おもしろ魚館（愛称：フィッシュパル） 

展示ゾーン  ：延べ床面積    4,500 ㎡ 

：総水量     約 600ｔ 

：水槽数       48 基 

体験交流ゾーン：延べ床面積    1,500 ㎡ 

おさかな研究室、味わい工房、創作工房等 

公 園 

面積：約 25ｈａ 

施設：芝生広場、お魚ふれあいステーション、水の広場、公園サービスステ

ーション等 

おもしろ魚館 

入館者実績 

入 館 者 数 ：259,657 名（計画 252,000 名） 

有料入館者数：177,383 名（計画 175,000 名） 

 

(2) 広報活動事業 

本園の展示企画と季節に合わせたイベント開催の情報を、各メディア、行政・教育機関等に配

信し、また、集客場所を活用してのＰＲ活動を積極的に展開し、本園への集客力を高めるととも

に、那珂川沿川地域の活性化にも努めた。  

 

項  目 事 業 内 容 

広報配布物 ポスター・チラシ・リーフレット・ミニカレンダー・体験講座メニュー等の配布 

広報媒体 

有料活用：新聞・テレビ・ラジオ・旅行雑誌・野立看板 

無料活用：ホームページ・メールマガジン・新聞・テレビ・ラジオ・各種雑誌・ 

市町広報誌・大田原市・那珂川町内回覧板 
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広報活動 

県等自治体主催の行事 

①県庁展示コーナー出展（7月、12月、3月） 

②県民の日イベント出展（6月） 

③とちぎ“食と農”ふれあいフェア（10月・県主催・宇都宮市） 

④天狗王国秋まつり開催（10月・大田原市主催） 

 ⑤大田原産業文化祭出展（11月・大田原市主催） 

その他 

 ①AtoZ・FIGHT7プロジェクトキャンペーン（3月～12月） 

 ②企画展PR広報活動（6月、11月、2月） 

 ③その他園外PR活動（通年） 

 

(3) 展示活動事業 

那珂川に棲息する水生生物を中心に、日本の淡水魚、世界の淡水魚等の展示、飼育を行うとと

もに、漁具その他標本を収集し、おもしろ魚館展示ゾーンでの展示業務を実施した。 

また、夏、冬及び春の企画展をそれぞれ開催した。 

 

項 目 細 目 事 業 内 容 

展示活動事業 
展示テーマ 

展示生物 

「那珂川から世界の川、そしてあこがれの海へ」 

那珂川の水生生物、県内の水生生物、日本の希少魚、 

熱帯雨林・珊瑚礁の魚等（約 300 種、約 20,000 尾） 

展示活動事業 

企画展 

春：(3/4)～5/6「ワイルドハンターズ～狙った獲物は逃さない」 

夏：7/12～8/31 「VOICE OF SPECIES～絶滅の危機にある生き物た

ち」 

冬：11/18～1/18「小さな生き物展」 

春：3/3～(5/10)「生き物ものまねグランプリ」 

特別展示 

奇跡のナマズ（8/11～） 

ザリガニグランプリ（7/15～9/15） 

お菓子な名前の生き物たち！？（9/30～10/31） 

水色のアマガエル（10/21～11/16） 

デンキウナギのイルミネーション（12/1～25） 

干支（ひつじ）展示（12/27～1/18） 

サケの卵・稚魚（12/11～2/6） 

バレンタイン関連魚展示（1/24～2/15） 

アマゾン南米蘭展（2/7～3/15） 

壁ドンコ（3/10～3/29） 

その他の事業 

バックヤード

ツアー 

水族館内の仕組みや働き等について来館者に説明した。 

（学校等団体3,706名、一般925名） 

開催：土・日・祝日・夏休み 他 

おもしろ魚教室 

解説員による紙芝居、クイズに答えながら水中の生き物について

楽しく学べる教室を開催した。（4,507名） 

 開催：土・日・祝日 
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その他の事業 

水辺環境授業

等学校支援 

ミヤコタナゴ生息地の保護活動等（19回）、総合学習の時間（10

回）や農地・水保全管理支払交付金の事業支援（16回）など県内

小学校や地域の団体等の活動を支援した。 

・ ゴールデンウィークスペシャル（4/26～5/6） 

・ Viva！マナウスキャンペーン（6/1～7/6） 

・ 県民の日特別イベント（6/14,15） 

・ サマースペシャル（7/12～8/31） 

・ ナイトアクアリウム（7/25,8/1,8/8,8/22） 

・ ハロウィンカルナバル(10/1～31)ハロウィンナイトビュー（10/12） 

・ ライトアクアリオ（11/18～1/18） 

・ クリスマスナイトビュー（12/23）、サンタの水中散歩（12/2～24） 

・ 正月関連イベント（1/1～1/18） 

・ 節分イベント、バレンタインイベント（1/24～2/15） 

 

(4) 体験交流事業 

子どもから大人までを対象に、魚とふれあい、ふるさと体験のできる多彩な講座により、体験

交流事業を実施した。 

 

項 目 事 業 内 容 体験者数 

おさかな研究室 

魚や水生生物等の観察、実験講座 

メニュー：水の中の生き物調べ等、メダカの飼い方、魚の飼い

方、うろこの観察、身の回りの水を調べ、ミクロの

世界をのぞいてみよう、ザリガニとともだちになろ

う等 

4,976 名 

味わい工房 

地域の農産物を活用した調理加工講座 

メニュー：アマゾンの魚料理、ソーセージ、かしわもち、草餅、

花巻寿司、田舎まんじゅう 

3,207 名 

創作工房 

地域に伝わる伝統工芸等講座 

メニュー：竹細工、木工細工、石絵、まゆクラフト、フラワー

アレンジメント、和紙工芸、絵手紙等 

5,892 名 

お魚ふれあい 

ステーション 

魚のつかみどり、釣り講座 

メニュー：つかみどり、エサ釣り、五目釣り、ザリガニ釣り、

ルアー・フライ釣り 

釣り池   

13,148 名 

つかみどり

2,628 名 

体験受講者数合計 29,851 名 

その他の事業 

・おさかな試食会（年間 4回） 

・写生コンクール作品展（10/7～10/26） 

・トリックオアトリートフードクイズ（10/13） 

・釣り大会（冬：12/7、春：3/14） 

・水遊園思い出写真展示会（1/31～2/22） 
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(5) 地域及び教育機関等との連携事業 

なかがわ水遊園事業推進懇談会を核として、地域と連携したイベントの開催、地域が主催する

イベントへの参画など、沿川地域の活性化及び都市と農村との交流に寄与できる事業を実施した。

なお、博物館相当施設として、水と水生生物との「ふれあい」をはじめとする地域の自然や文化

等についての理解促進を図るため、教育機関への情報提供に努めた。 

また、学校がキャリア教育として実施している「マイチャレンジ」等の就業体験、大学生によ

る「博物館実習」、教職による「社会体験等研修」を積極的に受け入れることにより、活動の支

援を行なった。 

 

項 目 事 業 内 容 

地域連携事業 

・アクアソーシャルフェス（那珂川清掃活動）（5/17,9/14） 

・大田原市 PRイベント（6/21、22） 

・那珂川町 PRイベント（6/28、29） 

・那須烏山市 PR イベント（7/5、6） 

・那珂川大感謝祭（9/14） 

・なかがわ里山ポタリング（11/16） 

・なかがわわくわくワークショップマルシェ（11/16） 

・羽田ミヤコタナゴ再導入事業（年間） 

学校のキャリア教育 

・中学校：12校 25 名 

・高等学校：4校 12 名 

・専門学校：5校 6名 

・大学：3校 3名 

・その他教員等：4校 4名 

 計  28 校 50 名 

 

２ 附帯事業（ショップ等事業） 

栃木県なかがわ水遊園内のミュージアムショップ及び喫茶コーナー等の運営を、公社の自主事業

として実施した。「ピラニアバーガー」「ピラルクーランチ」など話題性の高いメニューを開発・販

売した。 
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事 業 報 告 附 属 明 細 書 

 

 

平成２６年度事業報告においては、「事業報告の内容を補足する重要な事項」に該当するものはない。 
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参考資料 1 主たる会議等 

年月日 内  容 

平成２６年 

４月１８日 

  ３０日 

５月 ７日 

 ９日 

～２３日 

６月 １日 

 ４日 

 ７日 

１１日 

１８日 

２３日 

２６日 

２８日 

２９日 

～７月２８日 

８月１８日 

２６日 

９月 ７日 

 ９日 

１０日 

２９日 

～１０月 ８日 

１４日 

１１月１５日 

２０日 

１２月 ６日 

１３日 

１６日 

  

平成２７年 

１月 ８日 

 １９日 

２月 ３日 

２５日 

３月 ９日 

１８日 

１９日 

２６日 

 

 

けんちょう de愛ふれあい直売所出展（計１０回） 

事業説明会（とちぎアグリプラザ） 

栃木６次産業化サポートセンターの設置 

青年就農給付金（準備型）申請の公募実施（全４回） 

 

新規就農相談会 inとちぎ 2014（全５回） 

監事による監査（とちぎアグリプラザ） 

とちぎ夢大地カレッジ活動（全３回） 

第１０回理事会（とちぎアグリプラザ） 

第１回栃木県なかがわ水遊園事業推進懇談会（なかがわ水遊園） 

農地中間管理事業推進会議（全３回） 

第７回評議員会（とちぎアグリプラザ） 

第１１回理事会 

農地中間管理事業借受希望者公募（全４回） 

 

とちぎ食育応援団活動力アップ研修会 

新規参入フォーラム inとちぎ 2014（宇都宮市） 

とちぎ夢大地応援団活動（全１０回） 

とちぎ６次産業化実践塾開講（全６回） 

「つなごう！食と農の実践講座」開講（全８回） 

平成２６年度栃木県青年農業者海外派遣研修（ｵﾗﾝﾀﾞ・ｲﾀﾘｱ・ﾌﾗﾝｽ） 

 

第１２回理事会 

とちぎアグリプラザまつり２０１４開催 

第８回評議員会 

新規就農相談会 in品川（東京都ハローワーク品川） 

新規参入現地セミナーinとちぎ 2014（宇都宮市・壬生町） 

農地中間管理事業第１回農用地利用配分計画決定（全５回） 

 

 

６次産業化実践者交流会（宇都宮市） 

第１回農地中間管理事業評価委員会（とちぎアグリプラザ） 

公社営畜産事業現地研修会（東京都） 

第２回栃木県なかがわ水遊園事業推進懇談会（なかがわ水遊園） 

指定管理運営に係るとちぎ花センター第三者評価会議（とちぎ花センター） 

第１３回理事会（とちぎアグリプラザ） 

外部有識者意見交換会（なかがわ水遊園） 

第９回評議員会（とちぎアグリプラザ） 
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参考資料 ２ 役員・評議員・職員等調 

 １ 役員 

区  分 平成 27 年 3 月 31 日現在(名) 平成 26 年 3 月 31 日現在(名) 

理 

 

事 

常 勤 ２ ２ 

非 常 勤 ７ ８ 

計 ９ １０ 

監 事 ２ ２ 

合 計 １１ １２ 

 ２ 評議員 

区  分 平成 27 年 3 月 31 日現在(名) 平成 26 年 3 月 31 日現在(名) 

評 議 員 １０ １０ 

 ３ 職員 

区  分 
平成 27 年 3 月 31 日現在(名) 平成 26 年 3 月 31 日現在(名) 

職員 ﾊﾟｰﾄ・臨時 計 職員 ﾊﾟｰﾄ・臨時 計 

事 務 局 長 1  1 1  1 

総 務 部 5 1 6 5 1 6 

農地集積推進部 8 1 9 5(1） 1 6(1)) 

農 政 対 策 部 9(2） 2  11(2) 8(1） 1  9(1) 

事 業 部 8(1） 1 9(1) 9(1） 1 10(1) 

と ち ぎ 花 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 14 9 23 12 10 22 

栃木県なかがわ 

水 遊 園 
38 4 42 38 5 43 

合   計 83(3） 18 101(3) 78(3） 19 97(3) 

 （注）（ ）内は県派遣職員で内数  

 

 


